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研究動機

私は方程式の根の複素平面上での配置と, 

元の方程式の係数がみたす代数的な条件との

関係に興味を持ち,その関係を調べた.



• 簡単な例として…

の根が

複素平面上で正三角形をなす

⇔ が成立.



例から拡張して

• の根が

正n角形をなす場合

• の根が

二等辺三角形をなす場合 を調べた.



結論

• 正ｎ角形の場合において, 係数が満たす

条件を必要十分で求めることができた.

• 二等辺三角形の場合は, 

係数とあるパラメータ を用いて必要十分

条件を記述できた.



定理1

を考える. 方程式 の根が

正n角形をなすための必要十分条件は

が成立すること.



定理2

を考える.

の根が二等辺三角形をなすための

必要十分条件は, ある

が存在して が成立すること. ただし,   



証明のための補題

が複素平面上で を頂点とする

二等辺三角形をなすことと次は同値. 

ある , ある が存在して

が成立する. 



• パラメータ について

のとき は正三角形をなす.

では は常に一直線上にあり,

の値によってそれぞれの位置関係が変わる.

とくに のとき二等辺三角形の頂点が

底辺に乗った形で は一直線になる. 



定理2の証明 概略1

方程式 の根を

とおく. 根と係数の関係から, 

これと補題を合わせて次のイデアル を考える



定理2の証明 概略2

の根 が

二等辺三角形をなす

イデアル のグレブナー基底を計算することで

を消去し求める を得る. 



まとめ

• 定理1

根が正ｎ角形

• 定理2

根が二等辺三角形


